
  

                                                       

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

    

 

   

 

 

  

 

 

 

 
《お名前》M・N様 板橋区赤塚より来院 《来院理由》妊娠中、産後の腰痛・股関節痛  
友人の勧めで来院しました。施術直後というよりも、先生の「〇日後にピークでその後段々

楽になりますよー」と言う言葉通りに軽快していきました。 

お陰さまで産前産後の経過も順調で、身体も軽く感じます。 

楽になるとそれが長く続くので、頻繁に来院しなくても良いのが嬉しいです。 

赤ちゃんも連れて行ってみていて頂けるので安心して施術を受けられます。 

行くと本当に楽になります。ありがとうございます♪ 
 
＜院長より＞ M・N さんはママ友さんのご紹介で来院され、出産 12 日前まで、出産後は

8 週目から体調回復施術を受けられています。ひかりの施術は痛みや不調がその場で楽にな

る事はもちろん、時間の経過と共にさらに楽になる事が特徴です。なぜなら・・・マイナス

状態の体をゼロの戻し、さらにプラスになっていくからなのです。これが根本治療です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行責任者／阿部健一  
住所： 〒179-0081 練馬区北町1-24-13  
ＴＥＬ：03-5398-6988  
Ｅメール：hikari_nerima@yahoo.co.jp 
ＨＰ：hikari-sk.jp 

 

患者様からの喜びの声をご紹介！ 

治る体をつくる会  

8月6日（土）15時30分～17時 定員12名 参加費500円 

持ち物：動きやすい服装、バスタオル、タオル、水分、自分の体と向かい合う気持ち 
 

「治る体をつくる会」では、自分の体（肉体・感情）気（エネルギー）と向かい合い、 

人生をさらに楽な体で過ごすために大切な事を知って頂きます。さらに、日常生活で実践

できる事をお伝えしています。とにかく楽しい会ですので、お気軽にご参加ください。 

 

 

こんにちは！ひかり整骨院とご縁を頂いている皆様、いかがお過ごしですか？ 

今年の梅雨はいつ頃まで続くのでしょうね？と特別な意味はなく書き始めましたが  皆さんは梅雨が好き

ですか？以前は梅雨の長雨は嫌だな～と思っていましたが、近頃は、梅雨も自然界にとって必要なものとい

う意識を持てるようになってきました。人間は自然という大きなエネルギーに逆らっても、勝てる訳がない

のですから。私達が主食としているお米は、田植えから梅雨・暑い夏を過ごすことで、秋には美味しいお米

に育ってくれますよね？それを栄養として私達の体は作られています。とてもありがたいことです。 

自然は、私達の体・細胞を元気に作るために必要なものを沢山与えてくれています。 

そして私達が生きていくために必要な環境を授けてくれています。 

太陽、月、地球の存在無くして今の生活はありませんよね？授けられて幸せな環境を大切に過ごすこと。 

これは自然の法則に則った生き方です。それは自律神経の働きが安定することに繋がっていきます。 

自然の法則「鼻呼吸＝nose breathing」をすることで幸せになれます。この夏オススメの開運法です。 
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先月は、ヒドラの例から、腸は脳より先に進化していた。「腸が脳の親」なのでは？というお話でしたね。 

今回はさらに！腸の超不思議なお話「旨味を感じる腸と性格の変化について」お伝えします。 
 
まずは前回の続きから・・・ 

皆さんの体に存在している古典的な神経伝達物質（セロトニン・アセチルコリン等）のほとんどは腸の中に

存在し、それが使いまわされて脳に残っていると考えられています。 
 
幸せホルモンとして代表的な「セロトニン」はもともと腸で使われていたのですが 

脳の巨大化により腸と脳で協力して進化してきました。 

ということは、腸と脳は同じ神経伝達物質を出しているのです。 
 
これも腸が脳の親と言われる所以ですね。 
 
さらに、腸は毒性のある物を早めに排泄し、栄養素はゆっくり消化吸収するという働きを 

自動的に行っています。 

脳からの指令なしに腸が単独で行っているのです！これまた腸は超スゴイ！ 
 

・・・次のページにつづく 
 

院長からの体が楽になる、とっておきの情報 

「腸は脳の親なのです！パート２」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

院長からの体が楽になる、とっておきの情報 

「腸は脳の親なのです！パート２」 ・・・つづき 

＜ここからが今日の本題です＞ 
 
私達の体に備わっている感覚。五感の中の味覚が腸にもあった！ 

「出汁の旨味が人の性格を変えてしまう可能性があるのかもしれない」という深いお話です。 

味覚は舌で感じています。物を食べて美味しいと感じる舌の味覚のセンサーは「味
み

蕾
らい

」です。 

味蕾で感じた信号を脳に送っています。 

実は、腸にも味覚「旨味」を感じるセンサーがあるのです。 

それは「絨
じゅう

毛
もう

」と呼ばれ、栄養を吸収し、毛細血管に送り込む働きをしています。 
 
これは、生きるために必要な情報を腸で感じて脳へ伝えていることになりますよね？ 
 
腸には酸味を除く4つのセンサー（甘味、苦味、塩味、旨味）があるのです。 

腸の旨味を感じるセンサー「絨毛」では、旨味の成分であるグルタミン酸を受け取る受容体で喜びを感じて

いるそうです。 
 
「腸は喜びを感じる！」この仕組み・・・実は生まれた時からあるそうです。 

それはなんと！母乳なのです。 母乳は生まれて初めて腸に感じる味です。 

なぜ？母乳に旨味を感じるのか？それは、旨味がタンパク質の味だからだそうです。 

母乳にタンパク質が多いのは、体に必要な物質を赤ちゃんに覚えさせるためとも言われています。 

不思議な事ばかりですよね？ 

 

ここから「旨味を腸で感じると大人になって性格が変わる？」の核心に迫ります。 
 
◎ラットを使っての実験 
 
① 成長期のラットに旨味を与えるか？与えないか？の実験を行い、大人になった時のラットの性格を調べ

てみると・・・旨味を与えられたラットは、相手に噛みつくような攻撃性が減少したそうです。 
 
② 次に旨味は舌？腸？どちらで感じているのか？ラットの脳と腸の神経を切り、腸と脳の関係性を遮断す

る実験をすると・・・舌だけで旨味を感じたラットの攻撃性は減らず、腸で旨味を感じたラットだけ攻

撃性が減るという結果が出ました。 
 
舌ではなく腸の受容体が旨味成分をキャッチして、攻撃性のあるなしを決める。 

腸で旨味を取ることで攻撃性が減るということがわかりました。 
 
この実験結果を参考に、発育期に子供が最適な量の旨味を取った場合、 

大人になって穏やかに育つ可能性がありますよね？ 

出汁たっぷりの和食、おふくろの味を感じて気持ちが安らぐのは 

腸で旨味を感じているからなのでは？という結論になるのではないでしょうか？ 
 

いかがでしたか？腸が性格を変える！ 

とても興味深い内容だったのでシェアさせて頂きました。 
 

腸で旨味を感じながら人生を楽しむための余力作りのアイテム 

グルタミン酸タップリ！「だし＆スープ（ペプチド）」もご活用ください。 

赤ちゃんから安心して使えるので、使えば使うほど味覚が正常に戻ります。 

体に備わっている本来の働きを感じられることが大切！治る体に必要な元気な細胞を作ります。 


